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再評価結果（平成１５年度継続予定箇所）

事業 事業きゅうでんまえたなかせんほか１ろせんがいろじぎょう 街 路

久田前田中線他１路線街路事業 （市 道） 水沢市事業名 区分 主体
いわてけんみずさわしあざさんぼんぎ いわてけんさくらかわあざかわはらだ

起終点 延長 ０．４８km起点：岩手県水沢市字三本木 終点：岩手県佐倉河字川原田

：本路線は、鉄道により分断されている水沢市街地の東西の動線を確保するために、昭和６事業概要
１年度に立体交差事業として採択され、延長 、幅員 、総事業費 百万円の計画により事業0.48km 19m 2,850

が進められ、平成９年度から新たに限度額立体交差事業として久田前田中線他１路線として事業採択され

推進中である。

S 61年度事業化 S 26年度都市計画決定 Ｈ元年度用地着手 Ｈ17年度工事着手

（S61年度変更）

全体事業費 約35.49億円 事業進捗率 19.8％ 供用済延長 0km

７，７００台／日計画交通量

費用便益比 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年

35.7億円 76.3億円 平成１５年2.24

億円 走行時間短縮便益： 72.9億円事 業 費： 35.5

億円 走行費用減少便益： 2.5億円維持管理費： 0.2

交通事故減少便益： 0.9億円

中心市街地の活性化、都市圏の交通円滑化の推進、地域・都市基盤の形成、地域づく事業の効果等（ ）※１

り支援、良好な環境の保全・形成

（※１） 別に定めている客観的評価指標より該当するものを記入する。

鉄道事業者との早期の合意が図られるよう事業主体との協議を進め関係する地方公共団体等の意見
つつ、今後の事業方針を再度、検討する必要がある。

：平成９年度限度額立体交差事業に採択され事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
鉄道事業者（東日本旅客鉄道）との協議を行っているが、合意に至らず進展しない状況にある。

：進捗状況19.8％、 残事業の内容①用地取得A=2,902㎡事業の進捗状況、残事業の内容等
②本工事 L=480ｍ

：東日本旅客鉄道との協議において駅部を事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
含むこと及び県の支援を前提条件とすることで事業合意が得られない状況である。このことから、連立事

業の可能性も検討しつつ、限度額立体の早期事業着手に向け鉄道事業者との協議、合意形成に努める

施設の構造や工法の変更等

事業継続対応方針

事業概要図

水沢江刺駅

北上川

東北新幹線

小石田東袖ノ目線
Ｌ＝７７０ｍＷ＝１２～１６ｍ

久田前田中線
Ｌ＝４８０ｍＷ＝１４～１９ｍ

三本木東中通り線

国道３９７号線 水沢駅

新小路桜ノ木線 横町多賀線
秋葉町
真城ヶ丘線

ＪＲ東北本線
鉄道高架
Ｌ＝１３００ｍ

国道４号 国道４号

東バイパス

現況交通量 ０台／日
計画交通量 ７，７００台／日

現況交通量 ５，７００台／日
計画交通量 ９，６００台／日


